
サイエンスデイ 2025連携企画

ウタツギョリュウは、天然記念物国指定から 50周年を迎えま

した。これを記念し、世界的な魚竜研究者である藻谷亮介博士

をお招きし、魚竜の進化についてお話を伺います。

福井県で見つかった恐竜化石を復

元した動く恐竜の３Dモデルを VR

で体験します。

定員 50 名（先着順）

対象：小学校４年生～高校３年生

「VRで福井の恐竜を見てみよう」

定員 50 名（先着順）

対象：小学校１年生以上

ワークショップ「南三陸の地層をつくろう」

みちのく博物学団と一緒に南三陸の三畳紀の

地層の重なり方を砂と粘土でつくってみます。

色々な化石の出る地層について分かるかも。

会場：

9:30-12:30　東北大学理学研究科合同 C棟　多目的室

カリフォルニア大学教授。魚竜類など

恐竜時代の海生爬虫類を専門とする。

魚竜学の第一人者であったクリス・マ

クガワン博士に師事。近年は爬虫類の

ような陸の動物が海へ進出する過程とメカニズム

を重点的に研究し、体系化に貢献。科学アカデミー・

フェロー、ファイ・ベータ・カッパ名誉会員およ

び客員研究員、カリフォルニア大学デービス校文

理学部教育功績賞など。

主催者挨拶　髙嶋礼詩（東北大学総合学術博物館館長）

プログラム

導入講演　永廣昌之（東北大学名誉教授）
　「南三陸地域の古生物研究史と魚竜化石」 

記念講演　藻谷亮介（カリフォルニア大学教授）
　「サカナのようなは虫類の物語――恐竜時代における魚竜類の進化」

東北大学総合学術博物館
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